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北海道次世代半導体産業立地推進本部会議 

令和７年３月２７日（木）１０：００～１０：２０ 

本庁舎３階 テレビ会議室 

 

（三橋副知事） 

皆さん、おはようございます。それでは、ただいまから、北海道次世代半導体

産業立地推進本部会議を開催いたします。まず初めに、議題の１番ですが、「令

和６年度の半導体関連事業の取組状況」について、経済部長から説明をお願いし

ます。 

 

（水口経済部長） 

資料 1 のスライド 1 枚目をご覧ください。まず、①の「半導体関連産業の集

積」に向けましては、東京、名古屋、熊本、台湾で開催されました半導体関連の

展示会に出展しまして、本道の立地優位性をＰＲしましたほか、道内企業の参入

促進に向けまして、札幌、函館、苫小牧の３地域でセミナーを開催いたしました。 

また、道内の半導体エコシステムを構築するために、半導体に詳しいコーディ

ネーターを配置しまして、地域での産学官ネットワークの構築・強化に取り組ん

だところでございます。 

②の「人材育成・確保」としましては、若年層における半導体を中心とした理

系分野への関心向上を図るため、高校生を対象とした出前講座や、小・中学生を

対象とした体験教室を実施いたしました。 

③の「理解促進」につきましては、道民の皆様を対象に、ラピダス社のプロジ

ェクトや、半導体が私たちの暮らしや未来をどのように変えていくかについて

理解を深めていただくため、全道 14 地域でセミナーを開催いたしました。 

④の「その他」としましては、ニューヨーク州経済開発公社及びニューヨーク・

クリエイツとの連携強化に向けたＭＯＵを締結しましたほか、ＰＦＡＳがこれ

まで半導体の製造に使用されてきたことを踏まえまして、工場の稼動前の状況

を把握するため、千歳川でのＰＦＡＳ調査を実施いたしました。経済部からは以

上です。 

 

（三橋副知事） 

ありがとうございます。 

 

（蓮見総合政策部次世代社会戦略局科学技術振興担当局長） 

スライドの２枚目になります。科学技術ふれあい推進事業についてでありま

す。この事業は、子ども達の科学技術への興味・関心を深めることを目的といた

しまして、平成３年から「サイエンスパーク」として毎年開催しており、今年度

は、昨年８月に、北大や道内４高専の方々に半導体の仕組み等を学ぶ体験教室を

実施していただきましたほか、若年層向けの半導体アニメ動画の放映やラピダ

スの千歳市立地に関するポスター展示を実施いたしました。 

体験教室に参加した子ども達からは、「実物を見ることができて、どういうも
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のか分かった」ですとか、「半導体が身近にあることを知ってびっくりした」と

いった感想が寄せられ、半導体に関する興味や関心を高めることができたと考

えてございます。 

そのほか、オンラインにて、本年１月末まで、半導体アニメ動画をホームペー

ジで配信したところでございます。以上です。 

 

（三橋副知事） 

それでは、建設部長、お願いします。 

 

（白石建設部長） 

 建設部では、千歳市道の一部を受託して施工することとしておりまして、令和

６年度の内容について、説明させていただきます。 

ラピダス建設地へのアクセス道路は、現在、位置図に黒い太線で示した市道の

みとなっておりますが、今後、量産体制の開始に伴い、交通量の増加が見込まれ、

渋滞等も懸念されているところでございます。 

このため、千歳市では、青色で示した美々南通と、緑色で示しました美々西通

の２路線につきまして、令和９年９月末までの完成を目指しておりまして、この

うち、赤色で示しましたＪＲ千歳線を跨ぐ区間につきましては、高度な技術力が

必要であるといたしまして、令和６年３月に協定を結び、北海道が工事を受託し

ているところでございます。 

事業内容は資料右側に記載したとおりでありますけれども、事業期間は令和

６年度から９年度までを予定しており、令和６年度の実施内容といたしまして

は、現地の測量や地質調査、跨線橋及び前後道路の詳細設計などを進めていると

ころです。以上でございます。 

 

（三橋副知事） 

ありがとうございます。それでは、企業局、お願いします。 

 

（寺﨑企業局次長） 

それでは、苫小牧地区工業用水道配水施設建設事業に係る令和６年度の取組

についてです。 

まず、配水管につきましては、令和６年８月に現地工事に着手し、年度内に全

延長の約３割が完成する予定で、また、中継ポンプ場につきましては、令和６年

11 月に契約を締結しまして、現地の測量調査を終えて、建屋の設計を進めてい

るところでございます。以上です。 

 

（三橋副知事） 

ありがとうございます。続いて、胆振総合振興局、お願いします。 

 

（松本総合振興副局長） 

胆振でございます。資料１の５ページ目をご覧ください。胆振人材育成・産業
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活性化推進事業についてご説明いたします。 

胆振地域等に立地する、ものづくり企業を中心に、航空宇宙や半導体関連産業

など新分野への取引を始めるきっかけとするため、道内外の発注企業に、自社の

技術や製品を提案する商談会を先月の２月 13 日に、室蘭市内で開催いたしまし

た。 

発注企業側としましては、東京、名古屋、大阪などの道外から７社、室蘭、札

幌、千歳など、道内企業 14 社の合わせて 21 社、受注企業側としましては、胆振

管内の企業 27 社、札幌など管外からの企業 21 社を合わせた 48 社、トータル 69

社、140 名以上のご参加をいただいたところでございます。具体的な企業名につ

きましては、別紙をご覧ください。 

半導体関連では、発注企業側として、４社にご参加をいただき、28 件の商談

を行い、うち 25 件で今後の取引の可能性があったところでございます。ご参加

いただいた企業からは、「さまざまな企業と繋がりを持つことができた。」、「来年

も開催してほしい。」など、好評をいただいているところでございます。 

胆振総合振興局としましては、関係する産業支援機関などと、さらなる連携を

図り、今後の取引増加につながるよう、フォローアップを行ってまいる考えでご

ざいます。以上でございます。 

 

（三橋副知事） 

ありがとうございました。それでは、続いて、議題２の「令和７年度 半導体

関連事業」について、関係部長からご説明をお願いします。まず、経済部長、お

願いします。 

 

（水口経済部長） 

資料２スライド番号６です。まず、「半導体関連産業の集積」に向けましては、

今年度に引き続き、来年度も半導体関連の展示会の出展や、参入促進に向けたセ

ミナーを開催します。また、新たに、道外の半導体関連企業を対象とした立地意

向調査を実施する予定でございます。 

「人材育成・確保」につきましては、引き続き、若い世代から半導体人材の育

成・確保を図るために、高校生を対象とする出前講座や小中学生を対象とする体

験教室を開催してまいります。 

「理解促進」としましては、道民の皆様向けに理解を深めていただくためのセ

ミナーを継続実施しますほか、半導体に関するさまざまな情勢変化を踏まえま

して、「北海道半導体・デジタル関連産業振興ビジョン」の改訂をしてまいりた

いと考えております。 

「その他」としましては、ニューヨーク州関係機関とのＭＯＵに基づきまして、

ニューヨーク州との連携強化に向けた取組を実施しますほか、千歳川における

ＰＦＡＳ調査を継続的に実施してまいります。 

次に、スライドの７です。「複合拠点の実現に向けた大学等との連携」事業に

ついてご説明をいたします。 

本事業は、来年度からの新規事業でございまして、半導体の複合拠点の実現に

向けた中核的な事業として、札幌市及び千歳市と連携しまして、北大、千歳科技
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大の持つ資源を活用して、半導体人材の育成と研究開発を一体的に取り組むも

のでございます。 

具体的には、①の「人材育成」では、北大において半導体の導入科目となる教

育プログラムを構築しますとともに、②の「教育研究拠点整備」では、半導体の

主要な製造工程に係る設備を備えたラボを教育研究の拠点として整備してまい

ります。この①と②につきましては、道内の他大学・高専にも展開してまいりま

す。 

③の「研究開発」では、スマート農業や遠隔医療など、本道の特色を活かした

先端半導体の用途を開拓する研究も含めまして、両大学と半導体企業との共同

研究を支援してまいります。また、大学と企業双方の研究開発力の向上、さらに

は、研究に参加する大学院生の人材育成にも資するものとして取り組んでまい

ります。 

「産学官ネットワークの構築」につきましては、コーディネーターを配置しま

して、道内企業の半導体関連産業の参入促進や、地域の産学官連携の促進を図っ

てまいります。 

⑤の「情報発信」につきましては、取組内容やその成果を道内外の高校生等に

効果的に発信するため、ポータルサイトを構築しまして、運用してまいります。 

次に、スライドの８でございます。企業立地補助金の改定についてご説明を申

し上げます。 

次世代半導体の製造拠点の立地を契機に、半導体関連産業の更なる立地促進

を図るため、助成内容等を定めた施行規則を今般改正することとしたものでご

ざいます。 

改正内容のうち、半導体に関連するものとしまして、まず（１）の半導体関連

産業の支援に関しましては、支援の限度額を現状の 10 億円から 15 億円に拡充

しますとともに、成長分野に半導体関連産業という区分を創設しまして、そこに

製造に附随して行う回路設計も対象に加えましたほか、半導体製造に必要とさ

れる高圧ガス等の保管倉庫を高度物流関連事業として追加をしてまいります。 

次に、（２）の雇用要件の見直しとしまして、市町村と連携して企業立地を支

援する類型Ⅱという区分があるのですが、その補助要件としています雇用増の

人数を現行では「５名以上」としていたものを「３名以上」へと緩和します。 

また、地域への立地の促進を図っていくために、過疎法の対象地域のうち、地

域未来投資促進法の適用地域の該当市町村での立地については、助成率を１％

加算することとしております。これらの改正につきましては、新年度４月１日か

ら適用してまいります。説明は以上です。 

 

（三橋副知事） 

ありがとうございました。続きまして、ゼロカーボン推進監、お願いします。 

 

（田中ゼロカーボン推進監） 

スライド９でございます。来年度から導入いたしますＧＸ産業の集積に向け

ました税制優遇制度についてご説明いたします。 

まず、上段の「北海道ＧＸ推進税制」についてでございますが、「次世代半導
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体」を含む９つの分野を対象とし、研究開発や製造装置の製造などの関連産業も

対象事業としております。 

対象事業者と対象税目などについてでございますが、道内で新たにＧＸ事業

を実施する事業者は、法人道民税、法人事業税などについて、１年目から５年目

は最大全額、６年目から 10 年目は最大半額免除となります。また、道内でＧＸ

事業の設備投資を行う事業者は、不動産取得税を取得時、最大全額免除とするこ

とといたしております。 

次に、下段の「北海道ＧＸ地域未来投資促進基本計画」では、対象分野といた

しまして、北海道のＧＸ産業の推進に係る「ものづくり」、「デジタル」、「エネル

ギー」関連分野を対象としており、この中には「次世代半導体」が含まれており

ます。例えば、高い付加価値の創出など、一定の要件を満たした場合に、国の法

人税や道の不動産取得税等の課税免除を受けることができることとなってござ

います。なお、昨日、予定どおり、国から計画の同意が得られ、成案となってご

ざいます。以上でございます。 

 

（三橋副知事） 

ありがとうございます。続きまして、建設部長、お願いします。 

 

（白石建設部長） 

それでは、千歳市からの受託工事の内容、７年度の状況を説明させていただき

ます。 

７年度は国の６年度補正予算を活用いたしまして、跨線橋の工事に着手する

こととしておりまして、下の橋梁側面図というのがありますけれども、そこで茶

色で示した両側の橋台２基及び中央の橋脚１基を設置いたしますほか、上の橋

梁断面図に黄色で示しました橋桁の工場製作というのを実施することとしてお

ります。 

なお、令和８年度以降の予定でございますが、８年度は工場で製作した橋桁を

現地に輸送した後、クレーンで架設することを予定しており、下の橋梁側面図に

青枠で示した線路に近接する区間はＪＲが施工いたしまして、赤枠で示した区

間を北海道が施工することとしております。 

最終年の令和９年度には、緑色で示しました橋梁の床版部と言いますけども、

床版部をやりまして、前後道路を含めた舗装工事などを実施いたしまして、同年

９月中の供用開始を目指してまいります。以上でございます。 

 

（三橋副知事） 

ありがとうございます。続きまして、企業局、お願いします。 

 

（寺﨑企業局次長） 

スライド 11、苫小牧地区工業用水道配水施設建設事業に係る令和７年度の取

組について説明します。 

まず、配水管につきましては、令和７年度末までに全延長の約８割の工事が完

成する予定でございます。 
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また、中継ポンプ場につきましては、令和７年７月に現地工事に着手し、年度

内に建屋の基礎工事が完成する予定です。以上です。 

 

（三橋副知事） 

ありがとうございます。それでは、経済部長、お願いします。 

 

（水口経済部長） 

最後に、参考資料をご説明したいと思います。 

参考資料１としまして、「北海道半導体・デジタル関連産業振興ビジョン」の

関連事業を取りまとめております。 

また、参考資料２としましては、市町村ネットワーク構成市町村等の半導体関

連の主な取組を取りまとめております。後ほど、ご覧いただければと思います。

以上です。 

 

（三橋副知事） 

ありがとうございました。ただいま、ご説明のありました内容について、ご意

見、ご質問等がありましたら、お願いします。 

 

（三橋副知事） 

よろしいでしょうか。 

このほか、各部、振興局からご発言がありましたら、お願いします。 

 

（三橋副知事） 

こちらもよろしいでしょうか。 

それでは、知事からお話をお願いします。 

 

（鈴木知事） 

先ほど、関係部長より、半導体関連産業の振興に向けた本年度の取組実績と 

来年度の取組について説明がございました。 

ラピダス社のプロジェクトについては、2023 年２月に千歳市への立地を表明

してから約２年が経過しましたが、この間、まずは次世代半導体の製造プロジェ

クトを成功させることが何よりも重要との認識のもと、国や千歳市など関係機

関と連携しながら、スピード感を持って必要な支援に取り組んできたところで

あり、同社のプロジェクトはスケジュールどおり進捗しているところです。 

そして、いよいよ４月１日から、パイロットラインの立ち上げが開始する予定

であり、このプロジェクトにとって、重要なマイルストーンとなります。今後、

産業集積に向けた動きがさらに活発になり、関連企業のさらなる進出や道内企

業の参入、雇用や関係人口の拡大などといった効果が期待される中、関係部にお

いては、プロジェクトの次のマイルストーンである 2027 年の量産製造開始に向

け、引き続き、必要な支援等に取り組むようお願いいたします。 

 さて、国では、昨年 11 月に決定された総合経済対策において、生成ＡＩ・半

導体の成長需要を取り込み、各産業の国際競争力の強化につなげていくという
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観点で、2030 年度までに、10 兆円以上の公的支援を行う「ＡＩ・半導体産業基

盤強化フレーム」を策定し、技術開発や設備投資計画を重点的に支援することと

しました。 

 また、先月決定された「ＧＸ２０４０ビジョン」においては、国内随一の再エ

ネポテンシャルを有する北海道が、ＧＸ産業集積の適地と位置づけられたとこ

ろです。 

 こうした国の方針は、半導体の複合拠点を実現し、全ての産業へのＤＸ化を展

開する中で、その効果を全道に波及させることを目指す道のビジョンに基づく

取組を力強く後押しするものです。 

 ４月からは、経済部にデジタル関連施策を一体的に推進するため、ＡＩ・ＤＸ

推進局を設置することとしたところであり、ＡＩ・半導体を取り巻く情勢の変化

や国の動きなどを注視しながら、ＤＸやＧＸの視点で政策に横串を通し、新年度

からスタートする北海道ＧＸ推進税制や企業立地補助金の拡充なども含め、あ

らゆる施策を総動員し、全庁一丸となって北海道の価値を一層押し上げていく

ようお願いいたします。 

 

（三橋副知事） 

はい、ありがとうございました。 

知事からお話があったことについて、本部員は必要な対応をお願いしたいと

思います。 

以上をもって、北海道次世代半導体産業立地推進本部会議を終了いたします。

ありがとうございました。 


